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雑

報

ア
イ
ン
シ
タ
ィ
ン
原
理
の
確
謹

　
去
ろ
四
月
十
一
日
、
リ
ク
近
交
台
長
カ
ン
ベ
ル
博
士
の
襲
表
し
れ
ε
こ
ろ
に

よ
る
ざ
、
日
食
の
際
の
星
の
光
が
屈
折
す
る
こ
書
に
よ
う
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
理

諭
に
、
昨
年
・
九
月
、
南
洋
に
於
け
ろ
襯
測
の
結
果
、
も
ば
や
之
れ
以
上
の
槻
測

た
必
要
ε
し
な
い
程
、
確
實
に
澄
明
さ
れ
六
亡
い
ふ
。

　
そ
も
く
、
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
が
相
封
原
理
の
一
般
理
論
な
公
に
し
ぬ
の
ぱ

一
九
一
四
、
五
年
差
頃
で
あ
っ
て
、
雌
の
理
論
が
其
の
特
別
な
揚
合
ピ
し
て
に
、

十
九
世
紀
日
工
の
學
界
の
問
頚
で
あ
る
宇
宙
エ
ー
テ
ル
の
問
題
潜
説
明
す
ろ
ば

か
q
で
な
く
、
街
、
次
ぎ
の
三
つ
の
現
象
な
も
豫
言
す
ろ
こ
ざ
が
出
來
る
ミ
い

ふ
結
論
で
あ
っ
六
の
で
あ
名
。
其
の
三
つ
ぜ
に
、

　
第
一
㍉
水
星
軌
道
の
．
近
日
黙
が
百
年
聞
に
四
十
三
秒
づ
、
前
進
す
る
こ
亡
、

　
第
二
、
太
陽
の
近
く
で
に
光
線
が
曲
進
す
ろ
こ
亡
、
之
れ
ば
日
食
皆
既
の
時

　
　
に
観
測
が
出
來
る
。

　
第
三
、
太
陽
光
線
の
黒
戸
数
ぱ
、
総
イ
、
或
ろ
吋
定
景
だ
け
、
標
準
数
よ
り
少

　
　
な
℃
ξ
、

　
こ
の
中
、
第
一
に
牛
世
紀
以
前
に
、
天
騰
力
帯
上
か
ら
既
に
ツ
ベ
可
工
－
が
其

の
事
實
な
示
摘
し
カ
も
の
で
あ
り
、
永
い
間
、
ニ
ウ
ト
ン
力
學
上
の
難
問
で
あ

　
つ
れ
。
今
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
の
蕃
昌
に
よ
っ
て
始
め
て
其
の
解
決
か
得
六
亡
見

る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
第
二
ば
、
や
に
り
近
年
の
天
丈
観
測
上
に
於
け
る
問
題
で
あ
っ
て
、
一
九
嚇

四
年
八
月
の
ロ
シ
ア
の
日
食
地
へ
、
ド
イ
ジ
の
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ヒ
等
が
之
れ
な

観
測
．
の
れ
め
掛
か
け
て
行
つ
六
け
れ
ご
、
戦
齪
の
索
め
捕
ば
れ
て
、
目
的
か
果
さ

な
か
つ
糞
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
一
九
年
慌
月
の
太
西
洋
上
の
日
食
に
は
英
．
國

の
エ
デ
ィ
・
．
ミ
ト
ン
数
授
等
が
蓮
征
た
試
・
み
て
始
め
て
、
相
野
原
理
に
合
致
す
る

　
や
う
か
結
果
か
齎
し
昂
つ
れ
Q
之
れ
が
カ
め
、
英
國
の
多
智
の
み
な
ら
す
、
世
界

　
一
般
の
尋
者
遙
ほ
非
常
な
驚
愕
書
賞
賛
ε
々
表
し
、
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
の
名
が

俄
か
に
島
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
か
の
一
九
一
九
年
の
日
食
観

澗
ば
、
索
い
て
言
へ
ば
、
日
合
標
地
の
天
盛
。
が
A
爪
り
田
心
ほ
し
く
な
か
つ
れ
六
め
、

魏
測
不
充
分
ぜ
い
ふ
意
昧
で
、
學
者
間
に
其
の
結
果
准
重
要
覗
し
な
い
人
々
も
．

あ
り
、
或
ろ
一
部
の
人
々
ば
疑
問
の
眠
た
以
っ
て
之
れ
な
見
て
ゐ
六
の
で
あ
る

　
此
の
問
題
に
關
す
る
次
回
の
徹
底
的
…
襯
測
恥
行
ほ
う
書
い
ふ
の
が
、
昨
一
九

二
二
年
九
月
二
十
日
の
日
食
麹
測
に
各
國
か
ら
陥
医
し
た
人
々
の
心
算
で
あ
っ

象
。
し
．
か
る
に
地
勢
か
ら
言
へ
ば
最
も
好
都
合
の
所
ら
し
く
思
ば
．
れ
糞
ク
リ
ス

マ
ス
島
で
に
、
H
食
當
日
空
が
曇
っ
て
、
英
國
か
ら
出
か
け
た
観
測
隊
ば
無
効

に
終
ウ
た
・
ぐ
三
う
が
肉
前
記
の
通
り
米
軍
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
玉
の
リ
グ
天

丈
台
か
ら
濠
州
に
往
．
つ
六
人
々
、
そ
れ
か
ら
、
カ
ナ
ダ
の
オ
ッ
タ
フ
天
丈
台
か
ら

同
じ
濠
州
に
向
つ
力
人
々
は
幸
ひ
に
し
て
、
好
天
氣
た
利
用
し
て
、
思
ふ
ま
㌧

の
…
観
測
を
遂
げ
て
、
何
れ
も
、
昨
年
末
そ
れ
．
ノ
V
の
故
國
に
蘇
っ
て
來
た
Q
そ

れ
以
來
彼
等
ば
、
撮
影
し
れ
爲
眞
原
板
の
測
定
や
其
の
数
値
の
計
算
な
ご
に
日

な
費
し
て
ゐ
六
の
で
あ
る
が
、
い
よ
ノ
、
本
年
四
月
七
日
に
至
っ
て
、
ト
・
ン

｝
大
釜
二
丈
台
の
台
長
チ
ヤ
ン
ト
氏
ば
、
魏
測
ぜ
計
算
の
結
果
、
星
像
の
移
動

ば
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
説
か
立
譜
す
ろ
も
の
で
あ
る
定
い
ふ
報
告
為
護
表
し
次
で

今
叉
、
り
〃
の
カ
ン
ベ
ル
氏
に
よ
つ
イ
＼
同
じ
く
塁
壁
為
得
れ
ぜ
聲
明
さ
れ
れ

の
で
あ
る
。

．
カ
ン
ベ
ッ
氏
の
登
表
ほ
、
四
月
十
一
口
の
夜
、
サ
ン
ノ
ゼ
で
な
さ
れ
六
も
の

で
、
其
の
詳
細
ば
未
だ
手
に
入
ら
な
い
け
れ
ご
、
電
報
に
よ
れ
ば
、
事
獣
は
次

の
如
く
で
あ
る
。
力
励
フ
オ
ル
ニ
ア
か
ら
の
遠
征
隊
は
カ
ン
ベ
ル
博
士
な
主
臓

閉
し
て
、
総
量
七
十
噸
悪
い
ふ
大
小
幾
多
の
観
測
器
械
な
携
箒
し
六
の
で
あ
る

が
、
一
九
二
二
年
六
月
、
先
づ
南
洋
海
上
の
タ
ヒ
チ
島
に
於
い
て
、
日
食
の
時

に
太
陽
の
附
近
に
來
る
べ
き
恒
星
の
宣
蝉
眞
な
撮
影
し
、
八
月
、
濠
州
西
岸
に
上

陸
、
其
の
二
十
七
日
の
ウ
ナ
ラ
ル
亡
い
ふ
豫
定
の
聯
測
地
に
到
着
し
六
の
で
あ

ろ
。
日
食
魏
測
の
目
的
に
、
相
野
原
理
謹
明
以
外
に
も
、
コ
ロ
ナ
の
研
究
な
ご

が
あ
っ
た
も
の
で
、
払
剛
者
ば
專
ら
ト
ラ
ン
プ
ラ
算
氏
の
櫓
任
で
あ
っ
糞
。
カ
ン

ベ
ル
氏
の
薄
層
其
の
ま
、
引
け
ば

　
一
，
ナ
ー
ス
ト
ラ
q
ア
に
於
け
る
日
食
中
の
太
陽
ビ
其
の
附
近
の
爲
眞
は
二
枚

　
づ
＼
直
狸
五
吋
、
焦
黙
距
離
十
五
嗅
の
、
特
製
カ
メ
ラ
ニ
個
に
よ
っ
て
撮

　
影
さ
れ
索
。
此
の
四
枚
の
感
光
乾
板
ば
何
．
れ
も
十
七
吋
亭
方
の
大
き
さ
で
、

　
太
陽
な
坂
り
ま
く
籔
＋
個
の
写
像
な
陣
し
撮
る
こ
ε
が
出
來
六
Q
此
の
同
じ

　
カ
メ
ラ
で
、
其
三
ケ
月
以
前
、
未
だ
太
陽
が
此
の
附
近
に
來
な
い
時
に
、
タ

　
ヒ
チ
島
の
上
で
同
P
星
々
の
撮
影
も
や
つ
カ
の
で
あ
る
し
。

（
四
三
）
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か
う
し
て
、
得
力
六
枚
の
爲
眞
ば
、
各
々
、
六
十
二
個
乃
翼
八
十
四
個
の
星
像

な
持
っ
て
る
う
も
の
で
あ
ろ
が
、
生
任
者
ト
ラ
・
ン
プ
ラ
ー
氏
か
歌
州
な
経
て
瞬

國
し
た
、
め
測
定
1
1
少
し
ぐ
渥
れ
象
け
れ
ご
、
そ
れ
も
最
近
終
了
し
流
其
の
結

果
に
よ
れ
ば
、
総
て
の
星
に
一
・
五
九
秒
乃
至
一
・
八
六
秒
の
移
動
な
示
し
蘇
れ

な
亭
均
す
れ
ば
一
・
七
四
秒
ビ
な
っ
て
、
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
の
原
理
に
操
る
一
．

七
四
秒
ご
全
く
一
致
す
ろ
・
長
に
な
ろ
。
カ
ン
ベ
ル
氏
に
「
こ
れ
以
上
の
立
派

な
結
果
ば
望
ま
れ
な
い
し
ぜ
い
っ
て
大
満
足
の
意
な
表
諾
し
て
み
ろ
の
も
無
理

は
な
い
Q

　
さ
て
、
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
の
原
理
に
豫
言
ぜ
ら
れ
て
る
る
第
三
の
現
象
（
太

．
陽
光
線
の
振
動
数
問
題
）
に
つ
い
て
も
、
緻
来
各
所
の
物
理
墨
實
瞼
室
に
於
い

て
、
精
密
な
親
仁
が
、
く
り
か
へ
し
行
に
れ
て
る
る
の
で
あ
ろ
が
、
之
れ
に
つ

い
て
に
、
今
ま
で
の
ビ
こ
ろ
、
替
二
相
牛
ば
し
て
み
て
、
批
評
家
も
實
ば
決
定

的
の
論
結
な
下
し
兼
ね
て
み
る
。
し
か
し
、
ヒ
も
か
く
、
大
負
け
に
負
け
た
亡

こ
ろ
で
、
少
な
く
ミ
も
、
牛
数
の
實
験
家
が
逼
れ
な
肯
定
し
て
み
ろ
ぜ
い
ふ
、
、

　
ご
は
、
換
言
ず
れ
ば
確
讃
が
牛
ば
得
ら
れ
六
マ
」
見
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
要
す
う
に
、
日
食
観
測
法
に
よ
う
ア
ン
ン
シ
タ
イ
ン
論
の
開
明
匿
、
今
回
秘

以
っ
て
一
二
ム
轟
に
旧
道
へ
ら
れ
力
亡
考
へ
て
好
い
。

　
因
に
へ
右
の
カ
ン
ベ
ル
博
士
の
獲
表
が
あ
る
書
間
も
な
く
、
同
じ
カ
リ
フ
ナ

　
ル
嵩
ア
州
の
メ
ー
ア
島
に
み
ろ
海
軍
天
交
家
シ
ー
（
弓
・
㍗
旨
・
ω
Φ
o
）
氏
は
之
れ

な
批
難
し
、
「
カ
ン
ベ
ル
氏
の
結
論
に
雪
上
過
ぎ
る
Q
今
少
し
愼
重
に
研
究
す

べ
き
で
あ
ら
う
、
云
々
」
一
言
ひ
出
し
た
。
し
か
し
、
シ
i
氏
は
欺
年
以
前
か

ら
宇
宙
引
力
に
關
す
る
一
説
を
駆
詰
し
、
莫
大
な
る
自
費
な
投
じ
て
、
ナ
ハ
リ

　
ヒ
テ
ン
誌
上
に
長
丈
の
論
説
准
公
に
し
て
み
ろ
人
で
あ
ろ
か
ら
馬
從
っ
て
、
ア

イ
ン
シ
タ
イ
ン
論
ば
か
り
で
な
く
、
お
よ
そ
蕨
手
に
合
ば
な
い
説
の
論
者
に
饗

し
て
は
、
執
拗
な
る
反
封
諭
か
放
つ
の
が
常
に
あ
る
。
し
か
し
、
實
に
シ
i
氏

の
論
其
の
も
の
は
目
下
心
界
の
疑
問
で
あ
る
、
大
多
数
の
專
．
問
家
蓮
6
彼
れ
の

論
た
余
り
尊
敬
し
て
み
な
い
（
掌
る
理
由
の
下
に
）
。
中
に
に
嘲
煙
し
て
る
る
人

も
あ
る
の
で
あ
ろ
か
ら
、
今
後
、
シ
ー
氏
の
論
が
新
聞
紙
上
や
雑
誌
な
ご
に
現

ば
れ
る
定
き
も
、
讃
者
に
右
の
心
得
た
以
っ
て
向
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
　
（
一
九

一一

O
、
四
、
二
〇
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
台
に
て
）

新
猛
禽
論
の
提
唱

（
四
四
）

　
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
氏
が
、
先
頃
馬
日
本
訪
問
か
終
へ
て
殿
州
へ
帰
ろ
や
否
や

間
も
な
く
同
氏
ば
ベ
ル
リ
ン
の
二
士
院
に
、
字
宙
引
力
論
亡
電
叢
論
マ
」
↓
侮
綜
合

す
る
一
大
身
丈
か
転
出
し
た
定
い
ふ
電
報
が
、
世
界
の
隅
々
に
ま
で
飛
ん
で
、
．

　
一
般
肚
會
な
興
奮
さ
ぜ
て
る
ろ
O
し
か
ろ
る
に
今
又
、
佛
國
の
前
の
総
理
大
臣

で
あ
り
心
現
代
の
藪
學
大
家
で
あ
ろ
パ
ン
ル
ヴ
ェ
氏
ば
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
の
相

醤
論
亡
ニ
ウ
ト
ン
以
來
の
重
力
論
定
な
包
含
す
ろ
新
論
な
以
て
、
今
ま
で
に
其

の
論
丈
第
二
巻
か
書
音
上
げ
索
、
今
夏
ま
で
に
ば
第
三
巻
為
完
結
し
て
、
世
に

護
衷
す
ろ
筈
で
あ
ろ
定
い
ふ
報
知
た
耳
に
し
た
。

　
こ
れ
で
見
て
も
、
有
名
な
相
店
理
論
ば
今
日
ま
で
の
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
の
研

究
だ
け
で
一
段
落
に
な
つ
乳
の
で
は
な
く
、
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
氏
自
身
も
術
今

四
十
四
歳
定
い
ふ
若
い
働
き
盛
切
の
年
輩
で
あ
る
か
ら
、
近
い
將
來
、
盆
々
其

の
研
究
な
進
め
る
だ
ら
う
し
、
他
に
も
雪
見
の
方
匝
の
新
開
拓
に
努
め
る
人
が

少
な
か
ら
ず
あ
る
わ
け
で
あ
ろ
か
ら
、
こ
う
し
雲
薮
理
哲
學
匡
今
後
よ
リ
一
暦

眼
醒
ま
し
い
護
達
を
達
げ
る
で
あ
ら
う
0

　
し
か
し
な
が
ら
、
立
者
の
薪
研
究
が
常
に
天
オ
の
出
現
に
よ
っ
て
、
奇
想
天

外
的
に
、
又
奇
蹟
的
に
來
る
．
も
の
．
で
ほ
な
い
Q
歴
史
に
徴
し
て
も
、
古
く
に
ニ
ウ
・

ト
ン
の
引
力
説
が
、
宜
ハ
の
以
前
の
づ
ペ
ル
ニ
グ
ス
や
ケ
プ
レ
ツ
の
研
究
か
ら
生

れ
爵
六
も
の
で
あ
り
、
近
く
、
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
の
直
覧
論
が
、
や
匡
り
彼
れ

以
前
の
ロ
ソ
ン
ヅ
の
研
究
等
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
通
り
、

今
日
以
後
の
獲
蓮
ば
全
く
今
日
の
學
界
を
土
台
こ
し
て
其
り
上
に
築
か
れ
る
も

の
に
逮
ひ
な
い
Q
此
の
意
味
か
ら
し
て
、
吾
々
に
、
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
が
日
本
．

を
去
っ
た
か
ら
ミ
て
、
一
種
の
流
行
が
過
ぎ
去
っ
て
三
つ
れ
や
う
に
輕
睨
ぜ
す

今
日
、
い
や
が
上
に
も
、
其
の
今
の
ま
㌔
の
左
封
理
論
な
よ
く
了
解
し
て
、
明

日
以
後
の
薪
出
た
受
け
入
れ
ろ
準
備
乱
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
い
ミ
思
ふ
Q
さ
キ
、

に
、
ニ
ウ
ト
ン
の
引
力
論
な
知
ら
な
い
人
々
が
、
其
れ
以
上
の
ア
イ
ン
シ
タ
イ

　
ン
の
相
封
蝋
奄
聞
い
て
、
難
解
だ
せ
㌧
言
っ
て
狼
狽
し
六
や
う
に
、
今
相
豊
論
の

必
備
か
怠
れ
ば
、
次
の
日
の
新
し
い
親
た
眼
の
前
に
見
て
、
再
び
狼
狽
た
く
り

か
へ
す
こ
定
に
明
ら
か
で
あ
ら
ヶ
。
（
一
九
二
三
、
四
、
三
〇
　
ヤ
ー
キ
ー
ス
天

丈
台
に
て
）

大
隈
石
の
登
見

　
今
か
ら
三
百
年
余
り
以
前
、
南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
チ
ャ
コ
．
州
（
首
府
プ
エ



244

ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
の
北
々
西
約
二
百
里
）
に
大
音
な
阻
石
が
天
空
か
ら
落
下
し
t

こ
亡
が
あ
っ
れ
。
し
か
し
其
の
實
物
ほ
全
く
行
方
が
知
れ
す
に
あ
っ
六
。
之
れ

ば
世
の
大
評
到
亡
な
っ
て
、
西
騒
一
七
七
四
年
以
來
、
幾
度
も
、
捜
索
隊
が
其

の
地
方
に
涯
邉
さ
れ
れ
が
、
い
つ
も
努
力
“
無
効
で
あ
っ
六
Q
そ
れ
が
最
近
、

ル
ベ
ル
ト
ン
氏
の
一
行
に
よ
っ
て
遂
に
護
見
さ
れ
、
．
其
の
一
破
片
が
サ
ン
チ
ア

ゴ
・
デ
ル
。
エ
ス
テ
ロ
州
臆
に
迭
ら
れ
．
た
O

　
此
の
阻
石
匡
、
、
卜
七
世
紀
の
中
頃
、
始
め
て
此
の
地
に
入
り
込
ん
だ
ス
ペ
イ

ン
人
が
土
人
の
柔
ン
デ
ア
ン
に
案
内
さ
れ
て
、
内
地
の
奥
に
、
砂
中
に
牛
ば
埋

ま
つ
白
焼
の
石
な
見
六
ニ
ビ
に
基
っ
て
、
世
に
知
ら
れ
わ
カ
る
や
う
に
な
つ
象

ミ
こ
ろ
が
其
の
後
、
所
在
が
全
く
不
明
に
な
り
、
之
れ
た
捜
す
カ
め
、
一
八
七

三
年
、
サ
ン
チ
ア
ゴ
・
デ
ル
・
エ
ス
テ
・
州
聴
感
手
ペ
ソ
の
金
貨
ぜ
士
午
方
旦

ー
ゲ
の
土
地
な
懸
け
て
ゐ
兎
の
だ
亡
い
ふ
。
さ
て
こ
そ
、
此
度
機
見
さ
れ
力
時

も
取
り
敢
へ
ず
其
の
一
部
分
が
岡
州
聴
に
逡
ら
れ
大
の
で
あ
る
。

　
吐
の
弔
い
石
ば
、
全
部
、
純
な
鐵
亡
ニ
ツ
ケ
ル
マ
」
コ
バ
ル
ト
よ
d
り
成
い
・
、
長
さ

二
来
突
入
九
、
幅
一
米
突
八
二
、
厚
さ
一
米
突
四
〇
で
、
重
さ
匡
五
十
七
噸
絵

で
あ
る
ミ
い
ふ
か
ら
、
世
界
第
一
の
重
さ
の
も
の
で
あ
ろ
。
（
一
九
二
三
年
四

月
置
日
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
ヤ
い
d
り
の
A
口
唱
涌
叩
信
電
報
に
．
日
置
る
。
山
本
一
出
燗
」

曙
黒
星
雲
の
不
思
議

　
撒
年
前
か
ら
、
イ
タ
可
1
の
ロ
マ
に
あ
ろ
ブ
チ
カ
ン
天
丈
皇
長
J
G
氏
ハ

！
ゲ
ン
師
に
、
天
空
の
鳴
る
部
分
一
に
に
特
殊
な
暗
黒
星
雲
が
存
在
す
ろ
ミ

い
ふ
説
な
主
張
し
て
み
る
。
之
れ
匡
同
師
が
望
遠
鏡
な
通
じ
て
眼
覗
的
に
見
れ

ミ
礪
し
、
す
い
ぶ
ん
立
派
な
分
布
圖
な
ご
麺
肇
表
し
六
、
・
ご
も
あ
る
。
ミ
こ
ろ

が
出
れ
に
目
下
鰍
米
の
諸
富
者
間
に
、
説
が
幽
々
に
別
れ
て
、
烈
し
い
論
争
な

起
し
て
み
ろ
・
一
方
ほ
元
よ
り
バ
ー
ゲ
ン
師
の
説
に
賛
成
し
、
他
ば
其
の
事
書

た
認
め
な
い
で
全
く
誤
つ
六
一
熟
察
だ
ぜ
い
ふ
の
で
あ
る
。
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
士
壁

の
人
々
な
始
め
、
多
く
の
来
人
口
電
脳
側
で
あ
る
Q
そ
こ
で
、
ハ
ー
ゲ
ン
氏
に

暗
黒
星
雲
の
最
も
著
し
い
標
本
的
の
も
．
の
ミ
し
て
、
左
の
三
ケ
所
准
指
摘
し
、

廣
く
世
界
の
學
者
逮
の
實
際
観
察
か
望
ん
で
み
ろ
。
「
曙
黒
星
雲
」
で
あ
ろ
か
ら

星
雲
其
の
も
の
が
眼
に
見
え
ろ
の
で
ば
な
い
、
附
近
の
凹
々
の
釦
布
や
多
少
や

見
え
か
く
れ
に
よ
っ
て
、
星
の
光
な
妨
げ
ろ
暗
黒
艘
が
存
在
す
る
ぜ
推
察
す
ろ

の
で
あ
る
。
し
か
し
濡
れ
に
ば
必
で
し
も
大
き
な
望
蓮
鏡
が
必
要
で
な
く
、
只

第
一
圓

N
1
・ぢ

ビ 憤暁

0
5

転
ジ魁

xエ

s・一　“
o一　一

●幌

N
t　’”　一e

囲　・ρ
窯

e
　　o　　一

x

’
r

’x

．

o眺

レ

N

溌

。璽

　　南

　　　。緒

’3t

渦

（
ヨ
）

圖二言

　
　
　
。
　
　
ρ
第

x
囲
　
　
’
・
。
三

　
　
．
，

　
　
　
　
　
　
略
図

空
の
晴
れ
加
減
ε
、
眼
の
好
悪
に
よ
り

小
さ
な
望
遠
鏡
で
も
見
え
る
虐
い
ふ
の

が
ハ
！
ゲ
ン
勲
等
の
説
で
あ
ろ
か
ら
、

三
者
の
中
で
、
適
當
な
空
亡
器
械
こ
な

持
．
つ
て
み
る
人
々
口
槻
察
奄
試
み
ら
れ

．
る
の
も
面
白
い
ピ
思
ふ
。
果
し
て
、
バ

ー
ゲ
ン
師
の
言
ふ
や
う
な
暗
黒
纏
が
あ

る
ぜ
認
め
る
人
ば
、
大
声
の
見
取
り
圖

た
二
間
ゼ
て
、
爪
厚
生
の
’
手
許
へ
迭
つ
イ
・
貰
．

N
　
、
噛
、
　
O

む
ず
ロ
レ

　
（
一
）
憂
光
星
蟹
座
X
星
附
近
）
赤
経

　
　
　
八
時
四
十
九
分
、
赤
緯
（
北
）
十

　
　
　
七
度
Q
此
の
攣
光
星
が
、
直
経

　
　
　
一
度
も
あ
ろ
大
き
な
濃
厚
な
嚇

　
　
　
黒
星
雲
の
中
央
に
當
っ
て
み
る

　
　
　
ビ
、
（
鯨
弟
一
季
）

　
（
二
）
星
雲
N
G
C
三
三
六
二
附
近
．

　
　
　
赤
経
一
〇
時
三
九
分
、
赤
緯

　
　
　
（
北
）
七
度
9

此
の
輝
星
雲
が
、
大
面
積
に
擾
が
つ
糞
暗
黒
星
雲
の
北
端
に
な
っ
て

み
る
、
又
、
暗
黒
星
雲
の
巾
央
に
ば
一
個
の
七
等
星
が
輝
や
い
て
る
．

ろ
ビ
、
（
第
二
圖
）

星
曇
N
G
C
五
九
九
｝
附
近
。
赤
経
玉
疑
団
分
、
赤
緯
（
北
）

二
四
度
牛
、
濃
厚
で
三
思
積
の
暗
黒
星
雲
の
切
れ
目
の
や
う
に
な
つ

索
ε
こ
ろ
に
此
の
輝
星
雲
が
見
え
て
み
ろ
ぜ
、
（
第
三
圖
）

右
の
三
つ
の
附
近
の
天
圖
た
、
そ
れ
ム
Y
書
い
六
か
ら
、
彫
れ
に
よ
っ
て
魏
察

し
て
貰
ひ
大
い
。
圖
の
中
で
X
の
印
な
し
た
部
分
が
バ
ー
ゲ
ン
師
の
指
定
し
て

み
ろ
位
置
で
あ
ろ
。
（
一
九
二
三
、
四
、
風
入
Q
ヤ
ー
ギ
ー
ス
天
雷
豪
に
て
）

　
　
　
　
豫
　
　
　
告

転
宿
君
の
「
小
望
蓮
鏡
に
つ
い
て
」
ぽ
一
時
切
り
上
げ
ぐ
、
し
今
俊
引
音
績
き
．

「
小
望
遠
鏡
に
由
る
万
燈
爲
眞
及
び
其
他
の
事
」
に
つ
い
て
記
さ
る
」
筈
Q

（
四
五
）


